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今日の南中給食

おせち料理は、お正月に食べるお祝いの料理で、漢字では「御節料理」
いわ

と書きます。もともとは収穫物の報告や感謝の意を込め、その土地でとれたもの
しゅうかくぶつ ほうこく かんしゃ

をお供えしていたようですが、暮らしや食文化が豊かになるに従い山海の幸を
そな く したが さんかい さち

盛り込んだごちそうとなり、現在のおせちの原型ができたそうです。
げんけい

ところで、おせち料理には素材や料理に込める意味があることを知っていますか？
そ ざ い こ

今日の給食の松風焼きには、「裏や隠し事をしない生き方ができるように」
まつかぜ や うら かく

という意味が込められています。他の料理にも、それぞれ意味が込められて

いますので調べてみてくださいね。
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おせち料理について


